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[序論] ２次元量子井戸構造を持つハロゲン化金属系有機無機層状ハイブリッドペロブスカイト

は，２次元励起子の基礎研究と広範な応用展開の両者の視点から注目される。LB法は分子一層レ

ベルで構造・組成を制御できるため，その作製手法として注目され，既に先駆的な研究がなされ

ている[1]。しかし，LB法によるハロゲン化金属系有機無機層状ハイブリッドペロブスカイト膜の

作製には気水界面への異方的吸着現象を用いる制約があり，構造・組成のチューニングに難点が

あった。本多らはアルキルアミンの LB 膜にハロゲン化金属層をインターカレートする方法でハ

ロゲン化金属系有機無機層状ハイブリッドペロブスカイトを作製できることを示したが，その構

造は充分に明らかになっていなかった[2]。今回，我々はオクタデシルアミン(C18-NH2)の LB 膜に

ヨウ化鉛層をインターカレートしてヨウ化鉛系有機無機層状ハイブリッドペロブスカイトを作製

し，その構造と性質を調べた結果を報告する。 

[実験方法] 水面に形成した C18-NH2 の単分子膜を表面圧 50 mN/m でガラス，石英，または Si-

wafer上に LB法で積層し(3 層～21層)， PbI2/HI (0.5 mM/1.0 mM) 水溶液に 50分浸漬した。 

[結果と考察] FIG 1(a)に C18-NH2 LB 膜を PbI2/HI水溶液に浸漬した後の紫外可視吸収スペクトル

を示す。486 nm に励起子吸収由来と考えられる先鋭な吸収帯が見られる。水溶液に浸漬前の LB

膜には d = 5.2 nmに相当する面外 XRD回折パターンが見られるが，浸漬により d = 6.4 nmに変

わる。C18-NH2の LB膜にヨウ化鉛がインターカレートし，ヨウ化鉛系有機無機層状ハイブリッド

ペロブスカイト薄膜 [(C18-NH3)2PbI4] が形

成したと考えられる。また，ヨウ化鉛層が１

層と推定される試料  [C18-NH3
 3 層 , FIG. 

1(b)] にも明瞭な励起子吸収が見られ，さら

に多層累積膜（例えば 10層程度）の試料に

は非常に高い次数の面外XRD回折ピークも

見られ，膜の秩序の高さが伺える。当日は

FT-IRスペクトルの結果も交えて議論する。 
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FIG. 1 (a)UV-visible absorption spectra of the C18-NH2 
LB films (3－21 layers) immersed in PbI2/HI aq. solution 
for 50 min; (b) a possible layered structure of the 3-layered 
C18-NH2 LB film after immersion in PbI2/HI aq. solution. 
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